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高商連ニュース 

   

 

２
０
１
８
年
秋
の
運
動
第
１
週
。

南
国
、
高
知
、
中
村
で
拡
大
成
果
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

８
月
末
で
経
営
か
ら
勇
退
さ
れ

た
小
椋
茂
昭
さ
ん(

花
嫁
衣
裳
お
ぐ

ら
、
元
中
村
民
商
会
長)

の
慰
労
会

が
あ
り
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ
の
中
で

小
椋
さ
ん
は
民
商
へ
の
熱
い
思
い

を
語
り
、
商
工
新
聞
の
購
読
を
訴
え

ま
し
た
。
翌
日
、
小
椋
さ
ん
、
谷
田

道
子
さ
ん(

市
議
、
元
事
務
局
長)

、

橋
崎
律
子
事
務
局
長
の
３
人
が
、
慰

労
会
に
出
席
し
て
い
た
四
万
十
市

の
課
長
２
人
を
訪
問
し
、
読
者
に
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
慰

労
会
後
に
行
っ
た
、
ス
ナ
ッ
ク
に
も

購
読
を
訴
え
読
者
に
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。(
詳
報
は
次
号
で) 

 

後
免
駅
近
く
の
喫
茶
店
。｢

商
工

新
聞
は
面
白
く
て
役
に
立
つ｣

と
長

年
の
読
者
で
、
こ
の
た
び
、
入
会
し

ま
し
た
。
共
済(

夫
婦
で)

、
婦
人
部

に
も
同
時
加
入
し
ま
し
た
。 

 

高
知
市
内
の
食
品
製
造
業
者
が
、

法
人
決
算
の
相
談
で
入
会
し
ま
し

た
。
共
済
に
も
同
時
加
入
。 

改憲・安倍暴走政治＝この秋の市民運動が｢日本の将来を決める｣ 

中村で読者３人、南国・高知で入会 
 

          
読者 会員 共済 婦人 青年

安   芸 0 0 0 0 0 0
香美郡 0 0 0 0 0 0
南   国 0 1 2 1 0 1
高   知 1 1 1 0 0 0
仁淀川 0 0 0 0 0 0
須   崎 0 0 0 0 0 0
中   村 3 0 0 0 0 3

計 4 2 3 1 0 4

拡　　　　　大 成果
会員

■秋の運動・拡大状況（9/9）

成果会員：読者か会員を拡大した会員(紹介含む) 

ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
引
越
し
・

水
増
し
請
求
の
実
態
を
語
る 

① 

香
美
郡
民
商
第
48
回
定
期
総
会
で
民
商
会

員
・
槇
本
元
さ
ん
が
行
っ
た
講
演
を
香
美
郡
民

商
会
報
よ
り
転
載
し
ま
す
。 

講
演
は
、
現
在
香
美
郡

民
商
会
員
で
、
四
国
ヤ
マ

ト
ホ
ー
ム
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
（
Ｙ
Ｈ
Ｃ
）
法
人
営

業
所
元
支
店
長
の
槇
本

元
さ
ん
に
「
ク
ロ
ネ
コ
ヤ

マ
ト
」
の
引
越
水
増
し
請 

 
 

求
が
横
行
～
元
支
店
長
の
告
発
」
と
題
し
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

８
年
前
に
会
社
に
よ
る
水
増
し
行
為
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。 

 

き
っ
か
け
は
法
人
支
店
長
を
し
て
い
る
と

き
、
私
自
身
が
営
業
し
、
獲
得
し
た
企
業
が
リ
ス

ト
ラ
に
伴
い
１
０
０
人
ほ
ど
神
奈
川
県
に
引
越

す
る
こ
と
に
な
り
、
私
が
一
手
に
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
伝
票
が
入
る

の
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
３
ト
ン
く
ら
い
の

荷
物
で
し
た
が
、
あ
る
と
き
ト
ラ
ッ
ク
に
載
っ

て
い
る
荷
物
の
量
が
少
な
い
事
に
気
づ
き
、
ち

ょ
っ
と
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
部
下
に
調

べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
過
大
請
求
を
し
て

い
ま
し
た
。
例
え
ば
実
際
の
荷
物
は
１
ト
ン
で

８
万
１
千
円
の
引
越
な
の
に
請
求
書
に
は
２
ト

ン
で
約
18
万
５
千
円
と
10
万
円
以
上
水
増
し
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
す
べ
て
訂
正
し
て

請
求
し
た
の
で
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
年
同
じ
会
社
で
ま
た
水
増
し
請
求
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
内
部
告
発
し
ま
し
た
。 

結
果
Ｙ
Ｈ
Ｃ
は
こ
の
企
業
に
謝
罪
し
、
過
大

請
求
を
し
て
い
た
約
４
１
９
万
円
を
返
金
し
ま

し
た
。 

し
か
し
Ｙ
Ｈ
Ｃ
は
こ
の
事
案
を
公
表
せ
ず
、

水
増
し
請
求
を
行
っ
た
社
員
に
対
し
て
処
罰
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
。（
つ
づ
く
） 

 

最
近
、
会
外
の
自
営
業
者
か
ら
の
電
話
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、｢

税
務

調
査
に
入
ら
れ
て
い
る
・
・
・｣

と
い
う
も

の
。 

◆
相
談
時
期 

 

７
月
・
・
２
名 

 

８
月
・
・
２
名 

 
 
 
(

計
４
名) 

◆
業
種 

 

内
装
工
事
業
・
・
２
名 

 

解
体
工
事
業
・
・
１
名 

 

小
売
業
・
・
１
名 

 
 
(

計
４
名) 

◆
申
告
形
態 

 

白
色
申
告
・
・
２
名 

 

青
色
申
告
・
・
２
名 

 
(

計
４
名) 

 

◆
税
務
調
査
の
事
前
通
知 

 

あ
り
・
・
２
名 

 
 
(

１
名
は
税
理
士
を
通
し
て) 

 

な
し
・
・
２
名 

◆
具
体
的
な
相
談
内
容 

①
内
装
工
事
業(

個
人
・
青
色) 

 
元
請
の
会
社
が
税
務
調
査
に
入
ら
れ
、
外

注
先
と
な
っ
て
い
る
自
分
に
も
調
査
が
発

生
。
売
上
は
毎
年
９
０
０
万
円
ほ
ど
で
申
告

 

し
て
い
た
が
、
売
上
が
１
千
万
円
を
越
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
と
、
税
務
署
に
疑
わ

れ
て
い
る
。
妻
が
集
計
を
や
り
直
し
て
み
る

と
、
３
年
間
の
う
ち
で
１
千
万
円
を
越
え
て

い
る
年
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。 

②
解
体
工
事
業(

個
人
・
白
色) 

 

前
述
の
内
装
業
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
。 

③
内
装
工
事
業(

個
人
・
白
色) 

 

こ
れ
ま
た
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
。 

④
小
売
業(

個
人
・
青
色) 

 

こ
れ
ま
で
は
税
理
士
に
依
頼
を
し
て
申

告
を
済
ま
せ
て
い
た
。
今
年
４
月
頃
に
突

然
、
税
理
士
宛
に
事
前
通
知
が
あ
り
調
査
が

発
生
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
１
人
の
若
い
署

員
だ
っ
た
が
、
納
税
者
か
ら
の
訴
え
を
全
く

聞
か
ず
（
経
験
不
足
の
た
め
意
味
が
理
解
で

き
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
）
、
一
方
的
に

修
正
申
告
に
押
印
さ
せ
ら
れ
た
。
税
理
士
も

｢

し
ょ
う
が
な
い｣

し
か
言
わ
ず
、
署
員
と
税

理
士
に
丸
め
込
ま
れ
た
。
終
了
後
も
納
得
が

い
か
ず
、
不
服
申
し
立
て
す
べ
く
、
民
商
に

入
会
し
、
集
計
を
始
め
て
い
る
。 

(

８
／
27
高
知
民
商
ニ
ュ
ー
ス)

 
税
務
調
査
相
談
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す 

日本母親大会㏌高知に参加して 
＜秋森久美子・中村民商婦人部長＞ 

 
 各県の熱心な意見と活動内容を聞きま

した。初めての参加でしたが、｢生命を生

み出す母親は、生命を育て…｣の文面から

今からの子どもたちを恐ろしい核戦争か

ら守り、核兵器の使用を許さない運動をし

ていかなければならないと感じました。 

 分散会は、｢世界と連帯して核兵器廃絶

へ｣に参加しました。ビキニ被災事件の詳

しいことを聞いたら、鳥肌が出ました。ビ

キニ被災の元船員や遺族の方の話から、被

ばくによる健康への悪影響がこんなにも

大変で、病気とのたたかいがあったことを

知りました。核兵器がもたらす壊滅的な結

果を考えさせられ、核兵器廃絶の運動が重

要だと思いました。 
(９／１０中村民商ニュース) 
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